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1 はじめに
近年，統計的機械翻訳手法においては，フレーズ
ベース統計翻訳 [1][2][3]の研究が主流となっている．
このフレーズベース統計翻訳では，フレーズごとに
翻訳を行うため，翻訳文を生成するという点におい
ては非常に頑健性が高くなる．しかし，文の構造を
保持してはいないため，不自然な翻訳文を生成する
ことがある．これは，フレーズベース統計翻訳が言
語モデルとして N-gramモデルを使用しているため
と考えられる．N-gramモデルは，局所的な言語モデ
ルであるため，文全体の構造を保持するには不十分
である．
一方，対訳文一般化による翻訳規則を用いた翻訳
手法 [4][5]では，対訳文を部分的に変数と置き換え
ることで，文の構造を保持した翻訳規則を獲得する．
翻訳規則は文の構造を有しているため，それぞれの
翻訳規則における汎用性は高くないが，正しい翻訳
規則においては，流暢な翻訳文を生成する可能性が
高くなると考えられる．
そこで本稿では，フレーズベース統計翻訳を基に，
対訳文一般化による翻訳規則を組み合わせた方式を
提案する．フレーズベース統計翻訳において，翻訳
対象文に対して類似した対訳文が学習データの中に
存在する場合，その対訳文を部分的に一般化した翻
訳規則を獲得し利用することで，自然な訳文を生成
する可能性が高くなると考えられる．
性能評価実験の結果，フレーズベース統計翻訳に
対して，対訳文を一般化した翻訳規則を組み合わせ
ることにより，翻訳精度が向上することが明らかと
なった．

2 対訳文一般化による翻訳規則
2.1 システム概要

Moses[1]，GIZA++[2]，SRILM（SRI Language
Modeling Toolkit）[3]を用いて，フレーズベース統
計翻訳システムを構築する．次に，対訳文一般化に
よる翻訳規則を用いた処理を組み合わせる．本処理
は，翻訳対象文に対し文の構造が類似した対訳文が
存在した場合にのみ行われ，それ以外の場合は通常
のフレーズベース統計翻訳システムの翻訳結果を利
用する．また，対訳文一般化による翻訳規則の獲得
と利用は，統計情報に基づいて行うため，解析的な
知識やツールを必要としない．
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図 1: 翻訳処理の具体例

2.2 処理過程
対訳文一般化による翻訳規則を利用した翻訳処理
の過程を図 1に基づき述べる．図 1では，原言語と
して英語，目的言語として日本語を用いている．

1. 類似する対訳文の選択

入力文に対して原言語文が類似した対訳文を
選択する．現状の本システムでは，より類似性
の高い対訳文のみを対象とするために，入力文
と対訳文の原言語文において差異部分が 1 箇
所のみの場合，それらを類似する文と位置づ
けている．その際，差異部分は複数の単語で
構成されていても良いが，単語数による制約
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を与えている．許容する差異部分の個数や，単
語数による制約については，今後，更に検討を
続ける予定である．図 1では，“Hello , this is
Tanaka speaking .”が入力された場合，差異部
分が “Richard”のみとなる対訳文（Hello , this
is Richard speaking .；こちら/は/リチャード/
です/．）を選択する．

2. 対訳文の一般化

差異部分を構成する全ての単語に対し対応す
る単語を，選択された対訳文の目的言語文の
中から探索する．その際には，GIZA++によ
り日英・英日の両方向でアラインメントされ
た単語を対応する単語と位置づける．図 1 で
は，差異部分を構成する単語 “Richard” と日
英・英日の両方向でアラインメントされた単
語 “リチャード”を対応する単語として選択す
る．更に部分対応（Richard；リチャード）を一
般化することで，翻訳規則（Hello , this is @0
speaking .；こちら/は/@0/です/．）を得る．　

3. 翻訳規則の適用

獲得した翻訳規則を入力文に適用する．その
結果，翻訳規則の変数部以外の翻訳が完了す
る．図 1では，入力文 “Hello , this is Tanaka
speaking .”に対して翻訳規則（Hello , this is
@0 speaking .；こちら/は/@0/です/．）を適用
することで “こちら/は/Tanaka/です/．”を生
成する．

4. 未翻訳部分の翻訳

翻訳規則を適用することで生成された，翻訳途
中の文の未翻訳部分に対して，フレーズベース
統計翻訳システムを用いて翻訳を行う．図 1で
は，最終的な翻訳結果として “こちらは田中で
す．”を出力する．

上記の処理により翻訳規則が獲得されなかった場
合は，フレーズベース統計翻訳システムの翻訳結果
をそのまま利用する．性能評価実験では，評価デー
タに対する全ての翻訳結果の内，44.7%において，フ
レーズベース統計翻訳システムの翻訳結果がそのま
ま利用された．

3 性能評価実験
実験データには，『ひとり歩きの英語自遊自在』（日
本交通公社出版事業局 1996）などの旅行用英会話テ
キスト 10冊に掲載されている英日の対訳文 1,710組
を使用した．そのうち 1,368組の対訳文を学習デー
タとし，他の 342組の対訳文を評価データとした．
フレーズベース統計翻訳システムの構築にはMoses，

GIZA++，SRILMを用いた．このように構築した
機械翻訳システムをベースラインとし，更に，対訳
文一般化による翻訳規則を取り入れた機械翻訳シス
テムを提案システムとする．

3.1 評価方法
システムが生成した翻訳結果に対して人手による
一対比較の評価と自動評価を行った．

3.2 一対比較による評価
人手による一対比較の評価では，ベースラインの
翻訳結果と提案システムの翻訳結果を 1 文ずつ比較
し ，以下の 3つに分類した．

(1) 提案システムの方が良い翻訳である
(2) ベースラインの方が良い翻訳である
(3) 両システムの翻訳が同程度である

提案システムのベースラインに対する相対評価の
値を以下の式 (1)で表す．

相対評価の値 =
改善文数−改悪文数
評価データの文数

(1)

式 (1)における改善文数と改悪文数はそれぞれ，提
案システムの方が良い翻訳であった文数と，ベース
ラインの方が良い翻訳であった文数を示している．

3.3 自動評価
自動評価システムには，BLEU[6]，IMPACT[7]，

METEOR[8]を用いた．これらの自動評価はスコア
が高いほど良質な翻訳となり，スコアは 0.0～1.0の
値を取る．参照訳は翻訳結果 1文に対して 4つ用い
ている．

3.4 実験結果
表 1に人手による一対比較の結果を示す．評価デー
タ 342文の内，提案手法により改善された文数は 28，
逆に改悪された文数は 14となった．その結果，ベー
スラインに対する相対評価は+4.09%となった．ま
た，表2に自動評価の結果を示す．BLEU，IMPACT，
METEORにおいて，提案システムのスコアがベー
スラインのスコアを 0.008–0.016上回った．この結
果は，対訳文一般化による翻訳規則を用いることで，
より翻訳品質の高い文が増加したためである．
　

表 1: 一対比較の実験結果

改善された文の数 28

改悪された文の数 14

ベースラインに対する相対評価 +4.09%

表 2: 自動評価の実験結果

BLEU IMPACT METEOR

提案システム 0.331 0.580 0.600

ベースライン 0.322 0.572 0.584
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表 3: 翻訳結果の具体例

入力文 I’d like a room with shower.

提案システム
シャワー付きの部屋をお願いし

ます．
ベースライン シャワーの部屋をお願いします．

3.5 考察
表 3 に，提案システムとベースラインが生成した
翻訳結果の具体例を示す．これは，提案システムが
ベースラインより質の高い翻訳を行った例である．入
力文“ I’d like a room with shower.”に対し，提案
システムは，対訳文（I’d like a room with a balcony
.；バルコニー/付き/の/部屋/を/お願い/し/ます/．）
を選択した．次に，選択された対訳文において，部
分対応（a balcony；バルコニー）を一般化すること
により，翻訳規則（I’d like a room with @0 .；@0/付
き/の/部屋/を/お願い/し/ます/．）を獲得した．最後
に，“shower”の訳語として “シャワー”を得て，翻訳
結果として “シャワー付きの部屋をお願いします．”
を生成した．この翻訳結果は，ベースラインが生成し
た翻訳結果 “シャワーの部屋をお願いします．”に対
し，より自然で正しい良質な翻訳結果となっている．
改悪された 14の文については，誤った翻訳規則の
獲得と部分翻訳の失敗が主な原因であった．現在の
システムは，対訳文一般化による翻訳規則を用いて
翻訳結果を生成した場合，その翻訳結果を優先して
利用している．しかし，本システムの基となるフレー
ズベース統計翻訳システムが，より質の高い翻訳を
行った場合は，そちらの翻訳結果を優先するべきで
ある．よって今後は，それぞれの翻訳処理が生成し
た翻訳結果から，より良質な翻訳結果を選択するこ
とが重要となる．これは今後の課題である．

4 おわりに
本研究では，フレーズベース統計翻訳を基に，対訳
文一般化による翻訳規則を組み合わせることで翻訳
精度の向上を図った．性能評価実験の結果，一対比較
による評価では，ベースラインに対して 4.09%の翻
訳文について改善され，自動評価BLEU，IMPACT，
METEOR においてもスコアが 0.008–0.016 向上し
た．これらの結果より，フレーズベース統計翻訳に
対訳文一般化による翻訳規則を組み合わせることで
翻訳精度が向上することを確認した．
今後は，翻訳処理における最適な翻訳結果選択の
方法の検討と，大規模なデータを用いた性能評価実
験を行う予定である．
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